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島根県の概要
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※１ しまね統計情報データベース（R2）
※２ 経済センサスー活動調査（H28)

総面積 6,708.26km2

市町村数 19市町村（8市10町1村）

二次医療圏 ７圏域

総人口※１ 666,941人

65歳以上※１ 228,349人 （34.7％）

県内事業所数※２ 35,476事業所

従業者規模別※２

5人未満 60.4％
5～9人 19.4％
10～19人 11.3％
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島根県の将来推計人口（2018年推計）
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出典；日本の地域別将来推計人口（平成30（2018）年推計）
（国立社会保障・人口問題研究所）

生産年齢人口の減少に伴い、
労働力人口の減少も見込まれる

働ける（働いている）人に、
長く元気で働いてもらうことが、
事業所にとっても益々重要になる！

島根創生計画（2020-2024年度）
「人口減少に打ち勝ち、笑顔で暮らせる島根をつくる」

・人口減少に打ち勝つための総合戦略
・生活を支えるサービスの充実
・安全安心な県土づくり

３つの柱
「島根を創る人をふやす」ことを目指す取組の
１つとして健康づくりが位置づけられています
目標は 『健康長寿日本一』‼
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島根県の特徴
• 平均寿命、健康寿命（平均自立期間）ともに延伸しているものの、男性の健康寿命は全国と比べると短い
• 働き盛り世代において、がん及び脳血管疾患による死亡が多い
• 高血圧の者が多い
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（年齢調整死亡率は、国は単年、島根県は各年を中心とする5年平均で算出）
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これまでの壮年期対策
年度 動き

H8 壮年期保健対策に向けた「平均寿命に関する調査・研究事業」の実施

H9
壮年期対策を重点的に展開
…圏域単位；関係機関と連携して研修会・連絡会等の開催

H10 「健康長寿しまね推進計画」策定（健康日本21地方計画）

H11
「健康長寿しまね推進会議」を設置
二次医療圏単位に「圏域健康長寿しまね推進会議」を設置

H12 各圏域において「圏域健康長寿しまね推進計画」を策定

H14.15 「地域・職域連携共同モデル事業」（国）を受け、働きざかりの健康づくり事業を実施（浜田圏域）

H15 各圏域へ働きざかりの健康づくり事業が波及・・・協議会設置、研修等の共同実施等

H16 県協議会設置に向けた準備会の開催

H17～
「島根県地域・職域連携健康づくり推進協議会」の設置
事業所健康づくり調査の実施・・・事業所の現状・課題を把握し、取組の検討

H30
県・圏域協議会の体制の見直し
・・・県協議会と圏域協議会の役割の整理、ワーキングチームの設置

「健康長寿しまね推進計画」の推進母体。
すべての県民が健康で明るく、生きがいを
持って生活できる社会の実現をめざして、
県民、関係機関・団体、行政が三位一体
となった健康づくり県民運動。

健康長寿しまね推進計画の壮年期部分の
推進母体として、地域保健と職域保健の広
域的な連携及び継続的な健康管理支援
体制の整備を図る

R1.9 地域・職域連携推進ガイドライン改訂
4



県協議会設置に向けて…（H15年頃～）

１．地域・職域連絡会の開催

２．地域・職域連絡協議会設置準備会の開催

３．関連会議に参加し、協議会設置の趣旨説明

・産業保健センター連絡協議会

・産業医研修連絡協議会

・労働関係協議会

・社会保険健康づくり事業推進協議会

・島根産業看護部研修会
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連携体制構築にあたって…

•現状・課題・目標の共有を図り、共通意識をもつことが必要

•各団体が主体性をもって取組に関わってもらうための体制づくり、意識
の醸成が必要

•行政機関を含め、各団体内において、協議会における役割や取組の
引継ぎ、共有が図られることが必要

•様々な関係団体・関係課との情報共有や連携した取組を地道に継
続していくことが必要

•まずは行政側が何ができるか（何をするのか）を示すことが必要
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島根県地域・職域連携健康づくり推進協議会構成団体

島根県医師会 健康保険組合連合会島根連合会 アクサ生命保険株式会社

島根県歯科医師会 全国健康保険協会島根支部 島根県商工労働部雇用政策課

島根県看護協会 島根県国民健康保険団体連合会 島根県健康福祉部障がい福祉課

島根県栄養士会 島根県環境保健公社 島根県健康福祉部感染症対策室

島根県経営者協会 島根県厚生農業協同組合連合会
島根県保健環境科学研究所
（兼 事務局）

島根県商工会議所連合会 島根県中小企業団体中央会
島根県健康福祉部健康推進課
（兼 事務局）

島根県商工会連合会 島根労働局労働基準部

島根県労働者福祉協議会 島根産業保健総合支援センター
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島根県地域・職域連携健康づくり推進協議会の位置づけ

県地域・職域連携健康づくり推進協議会

松江

雲南

出雲

県央

浜田

益田

隠岐※

圏域協議会

ワーキングチーム 県協議会における検討事項の相談、具体的な
連携事業の調整、圏域協議会連携事業の調
整等
（県協議会コアメンバー＋保健所で構成）

健康長寿しまね推進会議

県民の健康づくりの推進母体
…県民、行政、団体が三位一体となった県民運動を展開

連
携 〇健康長寿しまね推進会議の中で特に働き盛り世代と

関連が強い団体により構成
〇働き盛り世代の健康づくりを中心に取り組みを推進する母体

働き盛り世代における健康課題の明確化及び共有化を
図り、各機関が連携し働き盛り世代の健康実態改善のた
めの具体的な取組を推進する

・都道府県の重点方針等の提示・共有
・各圏域の事業や課題の把握、情報
交換・共有
・全国的な好事例等の情報提供・共有

・県協議会等への参画
・広域的な調整依頼
・事業や課題等の報告

※圏域協議会は未設置だが、各町村産業保健部会等との連携により取組を実施

島根県地域・職域連携
健康づくり推進協議会

〇地域・職域連携のメリットの共通認識
〇協議会の効果的な運営
〇PDCAサイクルに基づいた具体的な
取組の展開

〇しまね健康寿命延伸プロジェクトと
連動した取組の強化

市町村
・産業保健部会等会議
・壮年期対策事業 等
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県と圏域の役割（H30年度の整理）

県

•県協議会として全体の方向性を定める（P・C・A）

•県全体の底上げを図るため、圏域協議会における
取組実施に向けた広域調整（D・A）

•県協議会における連携事業の実施（D）

圏
域

•県協議会が示す方針を受けて、PDCAサイクルに
基づいた事業の実施（P・D・C・A）

•圏域固有課題の解決に向けた連携事業の実施（D)

•県協議会へ圏域広域調整に関する要望を提示（C・A)

Plan
計画

Do

運営・実施

Check
評価

Action
見直し

事業所における取組の現状・課題を把握し、取組の評価
及び全体の方向性や事業展開につなげるため、「事業所
健康づくり調査」を実施 9



現状把握と評価：事業所健康づくり調査

【目的】
県内の事業所の健康づくりに関する取組状況把握し、健康長寿しまね推進計画の評価
及び次期計画の資料とするとともに、事業所における環境づくり等、今後の取組に反映する

【実施主体】
島根労働局、島根県、島根県地域・職域連携健康づくり推進協議会

【調査内容】
①基本情報 ②各種健診（検診）の実施 ③メンタルヘルス対策 ④過重労働対策
⑤たばこ対策

本調査や県民健康調査等の結果をもとに、県・圏域協議会において
現状・課題の共有、今後の取組についての検討を行う
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協議会における取組の柱

• 関係機関と協働し、事業所における健康づくり・健康経営を重層的に支援

• 県民運動と連動した、地域全体での取組の展開

• 島根創生計画に位置づく「しまね健康寿命延伸プロジェクト」の柱の１つとして

事業所における健康づくりを強化

• 事業所（働き盛り世代）が情報収集しやすい環境づくり
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＜体 制＞

健康寿命を延伸！

●しまね健康寿命延伸プロジェクト推進本部の設置
・健康寿命の延伸を目指し、知事をトップに、庁内関係部局が連携して施策を推進
・推進本部の下に、推進連絡会議を設置
・「しまね健康寿命延伸取組宣言」を行い、県民へアピール、全県で取組実施

食育・食の安全
推進協議会

がん対策
推進協議会

地域・職域連携
健康づくり推進協議会

糖尿病委員会

脳卒中委員会
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岐
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健康長寿しまね
推進会議(49団体)

PJ評価検討会

活動推進
委員会

高
齢
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働
き
盛
り

全

世

代

生涯にわたり、いきいきと健康で暮らし、地域で活躍していくことは、県民誰もの願いであり、地域の活力の維持や活性化のために重要
～県民自ら健康づくりに取り組めるよう環境の整備を進め、健康長寿しまね県民運動として健康寿命の延伸を図り、健康長寿日本一を目指します～

市町村・関係団体等

健康長寿「+１」活動の展開

各部局における取組

●働き盛り世代の健康づくり強化事業

たばこ対策

生活習慣病予防対策
（がん、脳卒中・循環器疾患、糖尿病等）

フレイル（虚弱）予防、介護予防対策 など

●健康寿命延伸強化事業

●健康な食環境づくり事業

健

康

福

祉

部

歯科保健 食育推進

しまね健康寿命延伸プロジェクト

等 各種会議
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県協議会における取組① 島根創生計画「しまね健康寿命延伸プロジェクト」

・職場や家庭で健康づくり活動に積極的に取り組んで
もらうためのきっかけづくり、環境づくり

・協議会だけではなく、地域や各団体からも広く周知

令和３年度実績
●取組報告

事業所 24社（約1,700人）

個 人 219名
●平均歩数が増加した者の割合
49.8％ （増加率＞0）

取組を継続してもらうために、
10月は他団体が実施する
ウォーキングイベントへ参画！

働き盛り世代の健康づくり強化事業
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県協議会における取組② 健康づくり・健康経営の支援

しまね☆まめなカンパニ―登録事業/ヘルス・マネジメント認定制度

県民が生涯現役で健やかに自分らしく暮らしていけるよう、事業所において健康づくりに取り組
むことは、県の目標である「健康寿命の延伸」につながる。
また、従業員が元気でいきいきと働くことにより、事業所の生産性やイメージ向上などの効果が
期待できる。以上のことから、健康づくりに取り組む事業所を認定し、健康経営の推進を図る。

目的

★県内すべての事業所を対象に、
島根県が認定・登録している事業

＜５つの取組の柱＞
① たばこ対策
② 生活習慣の改善
③ 心の健康づくり
④ がん検診・各種健診の啓発
⑤ 治療と仕事の両立支援

★全国健康保険協会島根支部、
山陰中央新報社及び島根県が
連携して実施している事業

・５年連続認定かつ直近で認定
基準をクリアすれば、協会け
んぽ島根県支部長及び県知事
から表彰

登録事業所；239事業所（R3.12時点）

健康宣言事業所；1,289事業所（R3.10末時点）

認定事業所；159事業所（R3.9末時点）
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健康づくり活動表彰
（圏域・県会長・知事）
※健康長寿しまね推進会議事業

（R1~職域部門新設）

ホワイト500
ブライト500

健保組合等による
健康宣言

239事業所
（R3.12時点）

159事業所
（R3.9末時点）

1,289事業所
（R3.10末時点）

2021年度
大規模法人部門 4社（ホワイト500除く）
中小規模法人部門 72社（ブライト500除く）

2021年度
大規模法人部門 1社
中小規模法人部門 3社

しまね☆まめなカンパニーヘルス・マネジメント認定制度
健康宣言事業所

ヘルス・マネジメント認定事業所

ヘルス・マネジメント認定事業所
県支部長・県知事表彰

健康経営優良法人

事業所における
健康づくりの体制・環境づくり

R4年度～

地域のボランティア団体の
協力を得て、登録拡大を
図る

健康づくりの継続・
ステップアップ

県協議会における取組②
健康づくり・健康経営の支援
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県協議会における取組③

事業所（働き盛り世代）が情報収集しやすい環境づくり

しまね働く人と職場の健康づくり応援サイト
・情報の一元化を図るためにホームページを開設（H30～）

・各機関が実施する研修・イベント情報、協議会構成機関に
よる健康づくりコラムや啓発媒体、事業所の取組事例など、
事業所（働き盛り世代）の健康づくりに関する情報を集約
して発信

トップ > くらし > 健康 > 健康 > しまね働く人と職場の健康づくり応援サイト
https://www.pref.shimane.lg.jp/medical/kenko/kenko/kyogikai/index.data/sougoutaitoru.png

メールマガジンを活用した情報発信
・しまね☆まめなカンパニー登録のメリットの１つとして、メールマガジンによる健康づくり
情報を配信（R1～）

・月１～２回、季節や各週間・月間に関する健康づくりをテーマにしている
・担当者が自ら健康づくり情報にアクセスしなくても、情報が入ってくる仕組み
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圏域協議会における取組

• 圏域の健康課題の解決に向けた連携事業の１つとして、各圏域において
「事業主セミナー」を毎年実施（労働基準監督署・産業保健総合支援センターと共催）

• 対象は、事業主や健康づくり担当者など、事業所の健康づくりに関わる方
• 最近は、地域の方にも事業所の取組を知ってもらおうと、圏域健康長寿しまね

推進会議の場などで事業所の表彰や取組発表を行っている圏域もある

「事業主セミナー」の開催
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圏域協議会における取組

• 登録・認定事業所、地域の事業所への訪問
→島根産業保健総合支援センター、商工会議所・商工会、市町村等と

連携して実施

事業所訪問・圏域独自の取組
事業所訪問

圏域独自の取組（一部）

• 圏域課題解決に向けた「血圧測定普及事業」
• 事業所での取組を推進する「職場等で健康にいいことやってみよう大作戦」

「手ぬぐい体操＋１」
• 事業所の健康づくりの手順例を示した「職場の健康づくりのためのアクションプラ

ン」の策定 等
18



これまでの成果

• 目標や方向性を関係機関と一緒に検討・決定することにより、共通意識をもって
取組を展開、推進することができている。

• 関係機関・団体との連携・協力体制の構築により、事業所に対して多方面から
情報提供やアプローチすることができている。圏域単位でも取り組みを進めること
により、事業所や職域保健関係者の地域課題の理解と取組促進につながって
いる。また、市町村や関係機関と一緒に事業所へ訪問するなど、地域でも連携
した働きかけができている。

• しまね☆健康づくりチャレンジ月間の実施により、事業所での健康づくりのきっかけ、
継続に向けた意欲の向上につながっている。

• 県民運動の１つとしても取組を推進することにより、地域での生活と連動した取
組として推進することができている。
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課題と今後の方向性

協議会において、各機関の役割の明確化と共有を図る
ガイドラインを参考に、ストラクチャーやプロセスの評価も検討
協議会で重点とする課題、他事業で展開を図る課題の整理
これまでの取組のブラッシュアップ（時代に合った事業展開の検討）

関係機関との関係づくりと継続 → 担当者交代に伴う影響
連携事業の評価方法 → 果たして本当に連携できているか？
対象者と課題の明確化 → 働く人の年代・課題は広くなっている

課題

方向性
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今後に向けて

• 「人口減少に打ち勝ち、笑顔で暮らせる島根」を実現するためには、

県民に地域や産業の担い手として元気で活躍してもらうことが重要

•引き続き、商工団体・保険者・労働機関及び行政機関等が協働して
保健事業を実施するとともに、職場・家庭・地域でいきいきと自分らしく
過ごせるよう、生涯を通じた取組を目指して、体制整備・環境整備を
進める
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